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リグロスの調製方法

a）青色プランジャーロッド
b）連結ユニット
c）投与ホルダー
d）溶解液
e）両頭針
f）薬剤

本体

白色プランジャーロッド

貼薬針

a b c

d e f

押し込んだまま
抜かないでください

ゆっくりまっすぐ押し込む

止まるまで押し込む

②6～7回まわして取り付ける
　（カチッと止まりません）

①

開封口よりシールをはがします。下図の部材が入っていることをご確認ください。
確認後、注意して全ての部材を清潔な場所に取り出してください。

注意して本体を手に取り、投与ホルダーをゆっくりまっす
ぐ最後まで押し込みます。

押し込んだ後は左図点線枠内の状態となり、薬剤と溶解液が両頭針で連結
されます。

※	注意：	投与ホルダーは押し込んだまま抜かないでくだ
さい。

青色プランジャーロッドを止まるまで押し込みます。

溶解液全量が投与ホルダー側に移動します。

白色プランジャーロッドを投与ホルダーに挿入し（①）、
軽く押しながら時計まわりに6～7回まわして取り付けます

（②）。

※	注意：	まわし続けてもカチッと止まりませんが、6～7
回で装着は完了しています。

1：部材の確認・取り出し

2：投与ホルダーの押し込み

3：溶解液の移動

4：白色プランジャーロッドの装着
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③投与ホルダーをゆっくり引き抜く

②ここを持つ①押し込まれている
　ことを確認する

②

①

①⇔②をゆっくり交互に10回（5往復）繰り返す

② ①

白色プランジャーロッドを止まるまでゆっくり押し込んだ
後(①)、青色プランジャーロッドをゆっくり押し込みます
(②)。この操作を交互に10回（5往復）繰り返します。

この操作により、薬剤が完全に溶解し、均一になります。

※	注意：	気泡により薬剤が白く見えることがありますが、
品質に影響はありません。

青色プランジャーロッドが止まるまで押し込まれている
ことを確認します(①)。

薬液全量が投与ホルダー側に移送された状態です。

白色の投与ホルダーのつばを持ち（②）、連結ユニットから
ゆっくり引き抜いて(③)、いったん清潔な場所に置きます。

貼薬針の装着は投与直前に行ってください。

貼薬針の青いキャップをひねって(①)外します(②)。

調製済投与ホルダー②

①

投与ホルダーの先に貼薬針を挿入し（①）、時計まわりに止まるまで締め付けます(②)。
以上で調製は完了です。貼薬針の白いキャップは投与直前まで外さないでください。

粘性が高く、貼薬針が細いため、投与の際はしっかり押してください。
薬液が少なくなると固く感じることがあります。

6：薬液の確認・取り出し

7：貼薬針の装着準備

8：貼薬針の装着

5：薬剤の混合溶解




